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公共施設ＷＧの成果（新たに整備する施設のコンセプトに係る意見）

異世代で使用・
交流できる場所

全世代間交流

みんなで楽しく
集える場所

交流の場

どの世代でも居心地
の良い場所

近隣住民・建物
との調和

・全世代間交流
・芝生（オールグリーン）を目指して
・防犯・防災に配慮する
☆公園内には図書館だけ？

音楽がある街

芝広場で常時使用で
きる場所

誰でも使える
・利用方法
・タイミング

ハードルの低い図書館
（フラッと入れる）

南口のシンボル
的な所に

図書館内の古い
設備は自動化に
向けて検討

バリアフリー
・公園と図書館の一体的整備
・どの市民のどんな使い方も出来る事をアピール
・駅から近いアクセスフリー

省電力を実現するため
（ソーラーパネル等）

建物内（共用部分）
有効化（人の導線）

それぞれの施設
目的が果たされやす
くなることを考える

野外フェス

機能同士の融合性

だれでも利用
できる

・世代間の垣根もなく受け入れるエイジフリー
・国際交流ラウンジの立地から、国籍の間でも
垣根がない

子どもが使いやすい、
成長しても使いつづ
けられる図書館

だれが？
どう使うか？

国籍問わず

交流を通して
〇〇をしたい

・街と自然と人と
・となりの居場所
・あなたがいて私がいる
いこいの場可視化されること

により、他の人が
影響を受ける

活動可視化
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公園ＷＧの成果（ワークショップ意見のグループ化）

②残したいもの
・交通公園
・池
・Ｄ５２（ＳＬ）
・築山

①優先順位
・周辺の交通安全
・修景
・交通公園

〇交通安全の教育の場
〇ジョギングができるコース

〇バリアフリーの公園

・子ども、障害者、高齢者も
利用しやすい（トイレ、日よけ、
休憩スペース）

〇障害の有無に関係なく皆
で楽しめる場所

〇誰でも利用できる公園

〇公園の案内図（掲示板）

〇公衆トイレを３か所
・介助ベッドの設置

〇運動できる場

〇一日中遊んでも飽きない
場所

〇高齢者が使える健康遊具

〇ピクニックができる芝生
広場
・子ども、家族、学生

〇中高生向けのニュース
ポーツ広場

・バスケットボール、スケート
ボード等

〇年をとっても利用しやす
い場所

〇身体が動かせる遊び

〇子どもの健全育成の場

〇散歩などリクリエーション
の場

〇自然と触れ合える場

〇食事場所

・小さい子どもがいても食
事ができるスペース

〇身近な自然にふれあえる
場所

〇歩行者と自転車が通り抜
けるルート（公園周り）

〇雨でも使用できる全天候
型の場所

〇休憩スペース
・屋外、屋根あり

〇人が集う場所
・カフェスペース
・交流ができるスペース
（ワークショップ等設置）

〇芝生でくつろげるスペー
ス

残したい
機能や施設

全天候で利用で
きる休憩施設

運動、
遊べる空間

バリアフリー
の視点多世代交流施設

〇大きなスポーツ施設的な
ものではなく、子供からお年
寄りまで遊べる公園

※参加者から出された意見を、ホワイ
トボードで共有したものを電子化
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〇自動販売機等は屋外では
なく室内へ

〇小・中・高・大学等が学べ
る広場

〇地区住民がサークル活動
できる公園
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①ワーク前の状態（模造紙）
→「まちづくりに関する意見（と思われる）カード」を４つの分類に事務局でピックアップ

まちづくりＷＧの成果

南口の魅力・ブランドは、駅の
近くにある広い公園及び公共
施設がそろっていること。

これらを毀損することなく利
便性を高め、利用する人たち
の思いを実現する

各施設の利便性の向上
を実感できる街づくり

中学生が気軽に集える
場所を作ってほしい

ソフト面で良いものを残
して悪いものを更新して
いく、新しいニーズに合
うようなこと

時代のニーズに合わせ
た変更が必要

利便性 多世代交流

個性・特色 生活環境

8枚 11枚

9枚
10枚

全ての人が心地良く行
き来できるまちづくり

北口と南口をつなぐ道路
が必要など北口と南口
のネットワークを強化す
る

各施設の利便性の向上を
誰もが実感できる街づく
りを考えたい

13

10

8

15

12

6

9

7

子どもから大人まで交
流できるスペース

お祭りやイベントに使え
る多目的広場や芝生公
園

高齢者＋若者も楽しめ
る施設

公園の中にコミュニティ
スペースがあることで、
世代間（子育て、若者、高
齢者）をつなぐ

地域コミュニティの場と
しての公民館の利便性
の向上

公園を中心に地域の色々な団
体（地区社協、南口商店会、学
生、子育て支援団体等）とコラ
ボしたイベントが開催できた
り、人と人との交流の場があ
り、地域コミュニティの活性化
が図れるような公園であって
ほしいです

他施設とのコラボや子
どものつながり、居場所、
空間、防犯といったとこ
ろで、コミュニケーション
を取りながらやっていく

南口、北口からも利用で
きる、人々が集まり憩え
る場所

異年齢でも交流できるよ
うな居心地の良い空間
（居場所）作り

利用者や利用目的を意
識した、子どもから大人
まで交流できるような空
間づくり

多世代交流が地域で暮ら
す多様な人と出会いの機
会を生み出す工夫をして
ほしい

1

6

5

11

4

15
2

16

14
9

8

南口・北口ともに淵野辺
駅として住民にとって住
みよいまちづくり

誰にでもやさしい街づく
り

普段は子育て世代や高
齢者が安心して暮らせる
まち
（施設や災害時の対応の
充実など）

安全でやさしい雰囲気
のまちづくり

南口は住宅地として、

①緑のあふれるまちづ
くり

②住みやすいまちづくり
を考える

鹿沼公園をはじめとした
自然を保全しながら、景
観や安全・安心、バリア
フリーなどに配慮したま
ちにしたい

現状維持（徐々にバー
ジョンアップ）、各世代そ
れぞれの居場所があるま
ち

南口：緑豊かな公共施設
街、憩いの場の維持

外国人の住民が増えてい
るので、住みやすさもポ
イント

2

15

17

5

6

1

8

9

4

自然や文化などの淵野
辺らしさを大切に

南口は研究機関や博物
館、公園、公共施設があ
るので文教地区として
のカラーを全面に出し
たまちづくりにしたい

北口：商業的賑わいの
維持

知らなかった施設を知
れる、気づく。外から見
ても楽しそう

南北を考えると、公共施
設のバランスと商店街
活性化が必要

人がつながることで文化
的に発展していくまちづ
くり

北口は商店街としてのカ
ラーを大事に

北口は商業地区として、
魅力あるまちづくりを考
える

全ての人が利用しやす
いカフェがあり、どの駅
も同じような感じではな
く、「ならでは」な雰囲気
が理想

新しいまちになりつつも、
良い文化は残していきた
い

5

7

8

9

6

2

3 1

4

10
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各施設の利便性
の向上を実感で
きる街づくり

中学生が気軽に
集える場所を作っ
てほしい

ソフト面で良いも
のを残して悪いも
のを更新していく、
新しいニーズに合
うようなこと

時代のニーズに
合わせた変更が
必要

利便性

多世代交流

個性・特色

生活環境

全ての人が心地
良く行き来でき
るまちづくり

北口と南口をつ
なぐ道路が必要
など北口と南口
のネットワークを
強化する

各施設の利便性
の向上を誰もが
実感できる街づ
くりを考えたい

13

10

8

15

12

9

7

子どもから大人ま
で交流できるス
ペース

お祭りやイベントに
使える多目的広場
や芝生公園

高齢者＋若者
も楽しめる施
設

公園の中にコミュ
ニティスペースが
あることで、世代
間（子育て、若者、
高齢者）をつなぐ

地域コミュニティ
の場としての公民
館の利便性の向
上

公園を中心に地域の色々な団
体（地区社協、南口商店会、学
生、子育て支援団体等）とコラ
ボしたイベントが開催できた
り、人と人との交流の場があ
り、地域コミュニティの活性化
が図れるような公園であって
ほしいです

他施設とのコラボや子
どものつながり、居場
所、空間、防犯といっ
たところで、コミュニ
ケーションを取りなが
らやっていく

南口、北口からも
利用できる、人々
が集まり憩える場
所

異年齢でも交流で
きるような居心地
の良い空間（居場
所）作り

利用者や利用目
的を意識した、子
どもから大人まで
交流できるような
空間づくり

多世代交流が地域
で暮らす多様な人
と出会いの機会を
生み出す工夫をし
てほしい

1

65

11

4

15

216 149

南口・北口ともに淵
野辺駅として住民に
とって住みよいまち
づくり

誰にでもやさしい街
づくり

普段は子育て世代
や高齢者が安心して
暮らせるまち
（施設や災害時の対
応の充実など）

安全でやさしい雰囲
気のまちづくり

南口は住宅地とし
て、

①緑のあふれるま
ちづくり

②住みやすいまち
づくりを考える

鹿沼公園をはじめ
とした自然を保全
しながら、景観や安
全・安心、バリアフ
リーなどに配慮し
たまちにしたい

現状維持（徐々に
バージョンアッ
プ）、各世代それ
ぞれの居場所が
あるまち

南口：緑豊かな
公共施設街、憩
いの場の維持

外国人の住民が増
えているので、住み
やすさもポイント

2

15

17

5

6

1 8 9

9

自然や文化などの
淵野辺らしさを大
切に

南口は研究機関や博物
館、公園、公共施設があ
るので文教地区としての
カラーを全面に出したま
ちづくりにしたい

北口：商業的賑わ
いの維持

知らなかった施設
を知れる、気づく。
外から見ても楽し
そう

南北を考えると、
公共施設のバラン
スと商店街活性化
が必要

人がつながること
で文化的に発展し
ていくまちづくり

北口は商店街として
のカラーを大事に

北口は商業地区と
して、魅力あるまち
づくりを考える

全ての人が利用し
やすいカフェがあり、
どの駅も同じよう
な感じではなく、
「ならでは」な雰囲
気が理想

新しいまちになり
つつも、良い文化
は残していきたい

7 8

9

6
2

3

5

4

10

コミュニケーション

南口

②ワーク後の状態（模造紙）
→ 新たなキーワードへの変換

緑は残す、整える。
木のバランスもと
りながら維持管理

11
交通問題

自転車置き場の
検討

コアのコンセプ
トが決まってい
ないと何をどこ
に置くかという
だけの議論にな
り、それはまち
づくりではない

ここしばらくは
北口にも公民館
が必要な状態

次世代にひきつ
ぐのは再整備
×××再開発

図書館の建物は
残したい

駅から
「緑」が広がる
南口

空の広さ
を残す

南口ロータリーの
景色は美しい

もう他の鉄道駅に
は残っていない

（昔はどこにでも
ある風景だった）

人が更に多く集ま
れるような施設に
なれば良いと思い
ました 12

子供も大人も使え
る施設

10

公民館と児童館一
体化 異世代交流
できる場所 13

駅に近い立地条件を活か
し、老若男女問わず、様々
な年代の方が利用する施
設が望ましい。

また、市主導より、民間・市
民・団体が中心になるのが
理想 3 8

南口の魅力・ブランドは、
駅の近くにある広い公園
及び公共施設がそろって
いること。

これらを毀損することな
く利便性を高め、利用する
人たちの思いを実現する 6

1

経済的に豊かで
も一部の者のた
めだったり騒々
しいばかりで落
ち着いて住めな
いまちはいやだ

「豊かさ」と「便
利さ」とはちが

う

ゆるやかな
つながり

子供も大人も使える、
楽しめる施設

多くの人に来場して
もらえること、近隣の
大学生が経営を学ぶ
ことができるスペース
がある場所

公園内の制約を少なく、
雨・風・寒さをしのげる
ような休憩場所カフェ
など

413

跡地の活用

「商業」の深ぼり

距離、北口遠い、
年代

北口と南口の
関係・つながり

お金

かせげないとな
りたたない

追加した付せん 事務局でピックアップしていなかった意見カード

まちづくりＷＧの成果
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【キーワード出し】

③ワーク後の状態（ホワイトボードに事務局で板書）

〇ゆるやかなつながり

次回まちづくり
ＷＧ検討テーマ

↓
南口の動線を中心に

考える

… コミュニティ（多世代交流）

・北口と南口の関係・つながりやすさ、人と人、地域と地域 ・次世代に土地を残す
・広場（避難所機能）
・商業はどこまで？（北口と南口に求められるもの）
・高齢者、線路を跨ぐのが大変（一定程度の店・規模）

・まちのにぎわい、人の動き
・財政負担

・まちづくりの視点から見た
コミュニケーション、公共施設、公園について

公園と公共施設

まちづくりＷＧの成果


